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存 在 脅 威 管 理 理 論（Terror Management Theory ; Greenberg, Pyszczynski, & Solomon, 

















れている（Rosenblatt, Greenberg, Solomon, Pyszczynski, & Lyon, 1989）。その他にも、MS
操作を受けた参加者は、参加者の所属する文化の内集団成員（同じ宗派の成員）をより肯定
的に評価し、外集団成員（異なる宗派の成員）をより否定的に評価することが示されている



















の積極性を高めることが報告されている（Taubman-Ben-Ari, Findler, and Mikulincer, 2002, 







の妥協（Hirschberger et al., 2002）」や「相互作用相手の魅力度の増加（Smieja et al., 
2006）」といった態度や印象であり、実際の行動指標においては検討されていないことが指































いるかを確かめるため、本研究では予備調査として、大学生 28 名（男性 9 名、女性 19 名）
を対象に「肉食動物や草食動物に対してどのようなイメージをもっているか」について自由
記述で尋ねた。その結果、肉食動物については、28 名中 25 名の人が「激しい」、「ガツガツ
している」、「強い」、「速い」、「積極的」というイメージをあげており、全体的にアクティブ

















































　女子大学生 59 名に実験室実験を行った。分析では、実験課題に疑いを抱いた 2 名と避難
訓練により実験を中断することになった 1 名を除いた 56 名（年齢 19.14 ± 1.07 歳）を対象
とした。
研究デザイン












　次に、MS 操作を行った。MS 操作の有無は無作為に割り当てられた。MS 操作あり条件













































































































顔写真選択人数）それぞれに対して、MS 操作×肉食・草食動物プライミングの 2 要因分散
分析を行った。
　その結果、エッセイの文字数において、MS 操作の主効果（F（1, 52）=6.61, p<.05）、肉食・




た（F（1, 52）=12.15, p=.001）。MS 操作なし条件において、肉食動物プライミング条件と
草食動物プライミング条件に有意な差はみられなかった（F（1, 52）=0.20, n.s.）。次に、肉
食プライミング条件において単純主効果検定を行った結果、MS 操作あり条件の参加者は、
MS 操作なし条件の参加者よりも有意に文字数が多かった（F（1, 52）=10.51, p<.01）。草食
動物プライミング条件において、MS 操作あり条件と MS 操作なし条件に有意な差はみられ














51）=3.26, p<.10）。MS 操作あり条件（M=3.02）は、MS 操作なし条件（M=1.92）よりも顔
写真の選択人数が多かった。しかしながら、肉食・草食動物プライミングの主効果（F（1, 





互作用効果はみられなかった（それぞれ順に ; F（1, 48）=0.14, n.s. ; F（1, 45）=1.68, n.s. ; F





































に、他者との関係希求反応自体に緩衝効果があったと考えられ、先行研究（Smieja et al., 











　その他にも、実験手続きの課題があげられる。本研究では、MS 操作として MS 操作あり
条件では「死に関する質問 20 項目」に回答を求めたが、MS 操作なし条件においては特に

















1）　 本研究は、日本社会心理学会第 53 回大会において発表された。
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Influence of ontological terror and
animal priming on the relationship seeking reaction 




　We examined whether mortality salience and carnivorous（vs. herbivore）animals 
priming increased willingness to initiate social interactions, which buffer ontological terror. 
Previous studies have revealed that mortality salience led to increased affiliation strivings. 
Moreover, our pilot study suggested that presentation of carnivorous animals made 
participants activate active trait representation, whereas herbivore animals priming made 
participants activate passive trait representation. We hypothesized that participants in 
carnivorous priming condition with mortality salience, compared to other condition, would 
enhance the relationship seeking reaction. As a result, participants in carnivorous priming 
condition with mortality salience wrote a lot of short essays, which suggested their 
affiliation striving was increased. These results partly supported our hypothesis. These 
findings were discussed in light of the terror management function of close relationships.
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